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ドクターヘリの運航を行う基地病院の要請について

高知医療センターにおかれましては、日頃から本県の基幹病院としまして、高次救急医療や高度医療の提供にご尽力いただいておりますことに、深く感謝申し上げます。

さて、本県には、高知市など県中央部への救急医療機関の集中や郡部の救急医療が機能低下してきていること、また、地理的条件の特異性や交通インフラの整備の遅れといった課題があります。

これらの状況を踏まえ、高知医療センターにおかれましては、平成17年３月の開院当初から消防防災ヘリに医師等を搭乗され、現場出動する「ドクターヘリ的運用」を実施され、全国有数の活動を行ってきていただいているところです。

しかしながら、消防防災ヘリは運航休止期間や救急医療専用でないこと等の制約がありますことから、消防防災ヘリに加え救急医療専用のドクターヘリを本県に導入する必要があると考えており、昨年６月に「高知県ドクターヘリ導入検討委員会」を設置し検討を進めてまいりました。その結果、「ドクターヘリの導入が現実的」との報告を頂くとともに、県救急医療協議会におきましても、ドクターヘリの導入の必要性が認められました。

県としましては、「高知県ドクターヘリ導入検討委員会」の最終報告書に示された、基地病院の要件を勘案しますと、高知医療センターはヘリ救急について十分な見識があり、また、救急救命センターとして重症患者の受入れ体制が確保されていると考えますことから、ドクターヘリの運航を行う基地病院に最もふさわしいと考えております。

ドクターヘリの運航に向けた周辺整備や運航に関する経費のほか、救急医療機関や消防機関との連携など、ドクターヘリの導入にあたって整理すべき課題などにつきましては、県としましても十分に協議させていただく所存でありますので、高知県・高知市病院企業団におかれましては、本県における救急医療体制の一層の充実・強化のために、高知医療センターがドクターヘリの運航を行う基地病院となることをお引き受けくださるよう要請いたしますので、ご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。
